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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

第64期

会計期間

自  平成22年
     ３月１日
至  平成23年
     ８月31日

自  平成23年
    ３月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成23年
    ６月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成23年
    ２月28日

売上高 (千円) 6,796,2217,151,4443,452,3313,601,89113,391,771

経常損益 (千円) 110,195 169,799 △9,813 47,209 204,721

四半期(当期)純損益 (千円) 102,274 87,950 △19,793 17,850 204,236

純資産額 (千円) ― ― 3,224,5683,360,6123,325,177

総資産額 (千円) ― ― 10,650,91310,739,93310,210,257

１株当たり純資産額 (円) ― ― 203.04 211.62 209.38

１株当たり四半期
(当期)純損益

(円) 6.44 5.54 △1.25 1.12 12.86

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 30.3 31.3 32.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 371,152 223,014 ― ― 539,685

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △135,050△99,083 ― ― △229,481

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △79,071△156,243 ― ― △267,813

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,304,1311,150,0701,186,799

従業員数 (名) ― ― 397 390 382

(注)  １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載してお

 りません。

３　従業員数は、出向者を除き、就業人員を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 390〔117〕

(注)　１　従業員数は、就業人員であります

２　臨時従業員、パートタイマー及び派遣社員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員は、〔　〕内に外数で

記載しております。

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 357〔92〕

(注)　１　従業員数は、就業人員であります

２　臨時従業員、パートタイマー及び派遣社員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員は、〔　〕内に外数で記載

しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、包装資材事業の単一セグメントあるため、「生産、受注及び販売の状況」については、品

目別状況を記載しております。

　
(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

複合フィルム（製品） 2,401,838 108.5

単体フィルム（製品） 149,013 89.5

合計 2,550,852 107.1

(注) １  金額は、販売価格によっております。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

複合フィルム（製品） 2,199,063 109.4 2,710,407 169.0

単体フィルム（製品） 144,874 99.6 79,602 163.6

合計 2,343,937 108.2 2,790,010 168.6

(注) １  金額は、販売価格によっております。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 金額(千円) 前年同四半期比(％)

複合フィルム（製商品） 2,427,092 10.2

単体フィルム（製商品） 393,443 13.1

容器（商品） 235,485 △1.5

その他（商品） 545,869 △17.5

合計 3,601,891 4.3

(注) １  主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

久光製薬㈱ 500,440 14.5 487,491 13.5

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

（1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による原子力災害の影響や電

力供給の制約、欧米景気の減速、円高の進行など先行きの情勢を見極めることが困難な状況で推移いた

しました。

　当業界におきましても、原材料が高騰するとともに、震災の影響から一部の資材調達が不安定になる

など、コストと生産活動に苦慮する状況で推移いたしました。

　このような状況のなか当社グループは、生産面では、原材料の上昇を内部コスト削減にて吸収するた

め、グループ内での生産の効率化を進めるとともに経費削減に努め、一方、販売面では原材料の高騰を

製品価格に反映させる活動を開始し、また、提案型営業の積極的な展開と高機能フィルムの拡販を進め

るなど収益の向上に取組んでまいりました。

　この結果、売上高は36億１百万円(前年同期比4.3％増)となりました。損益面では、営業利益３千７百

万円(前年同期は、１百万円の利益)、経常利益４千７百万円(前年同期は、９百万円の損失）、四半期純

利益は１千７百万円(前年同期は１千９百万円の損失)となりました。四半期純利益が減少したのは、前

期で繰越欠損金が解消されたことにより、法人税等が増加したためであります。

　
（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて５億２千９百万円増加し、

107億３千９百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加などによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べて４億９千４百万円増加し、73億７千９百万円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加などによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて３千５百万円増加し、33億６千万円となりました。これは、利益

剰余金の増加などによるものであります。

　
（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期連結会計期間末残高は、期首残高

より３千６百万円減少し、11億５千万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローについては、２億２千２百万円の増加（前年同期は３億４千５百

万円の増加）となりました。これは主に、仕入債務の増加や未払金の増加などによるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローについては、１千５百万円の減少（前年同期は７千１百万円の減

少）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出などによるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローについては、７千４百万円の減少（前年同期比は１億５千万円

減）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出などによるものであります。

　
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は16,352千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,610,000

計 45,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,902,50015,902,500福岡証券取引所 単元株式数　1,000株

計 15,902,50015,902,500― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

   該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

   該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

― 15,902,500 ― 1,807,750 ― 786,011

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

久光製薬株式会社 佐賀県鳥栖市田代大官町408 6,314 39.71

凸版印刷株式会社 東京都台東区東１丁目５－１ 3,000 18.86

日本ポリエチレン株式会社 東京都港区芝４丁目14－１ 824 5.18

丸東産業従業員持株会 福岡県小郡市干潟892－１ 424 2.67

株式会社佐賀銀行 佐賀市唐人２丁目７-20 300 1.88

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１－１ 272 1.71

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神２丁目－13－１ 250 1.57

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 242 1.52

原口輝子 福岡市中央区 171 1.07

原口雅行 福岡市南区 168 1.05

計 ― 11,967 75.25
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　22,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　15,844,000 15,844 ―

単元未満株式 普通株式　　　36,500 ― ―

発行済株式総数 15,902,500― ―

総株主の議決権 ― 15,844 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式129株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
丸東産業株式会社

福岡県小郡市干潟
892番地１

22,000 ― 22,000 0.14

計 ― 22,000 ― 22,000 0.14

 

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
　３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 120 101 100 100 104 109

最低(円) 90 95 88 90 94 94

(注)  最高・最低株価は、福岡証券取引所におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,150,070 1,186,799

受取手形及び売掛金 3,286,671 2,797,459

商品及び製品 642,511 506,745

仕掛品 307,162 256,684

原材料及び貯蔵品 102,869 81,154

その他 80,961 85,635

貸倒引当金 △31,258 △31,223

流動資産合計 5,538,988 4,883,255

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,477,865 2,561,110

機械装置及び運搬具（純額） 822,880 873,768

土地 1,080,820 1,080,876

その他（純額） 75,248 58,235

有形固定資産合計 ※１
 4,456,815

※１
 4,573,990

無形固定資産 81,514 89,568

投資その他の資産

投資有価証券 603,296 633,200

その他 121,325 88,804

貸倒引当金 △62,006 △58,562

投資その他の資産合計 662,615 663,442

固定資産合計 5,200,945 5,327,001

資産合計 10,739,933 10,210,257

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,205,460 1,759,846

短期借入金 2,760,624 2,741,710

1年内返済予定の長期借入金 77,988 182,930

未払金 1,249,713 1,123,941

未払法人税等 100,190 36,085

賞与引当金 31,576 31,660

その他 310,585 344,792

流動負債合計 6,736,139 6,220,965

固定負債

長期借入金 174,948 213,942

退職給付引当金 344,636 347,596

役員退職慰労引当金 43,006 37,730

その他 80,591 64,846
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

固定負債合計 643,181 664,115

負債合計 7,379,320 6,885,080

純資産の部

株主資本

資本金 1,807,750 1,807,750

資本剰余金 786,011 786,011

利益剰余金 752,008 695,820

自己株式 △2,454 △2,386

株主資本合計 3,343,315 3,287,194

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 70,438 90,365

為替換算調整勘定 △53,140 △52,383

評価・換算差額等合計 17,297 37,982

純資産合計 3,360,612 3,325,177

負債純資産合計 10,739,933 10,210,257
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 6,796,221 7,151,444

売上原価 5,807,375 6,106,298

売上総利益 988,846 1,045,145

販売費及び一般管理費 ※
 892,553

※
 902,076

営業利益 96,293 143,068

営業外収益

受取利息 77 77

受取配当金 19,876 21,790

投資有価証券割当益 8,680 －

受取保険料 － 11,537

その他 11,342 10,617

営業外収益合計 39,976 44,023

営業外費用

支払利息 13,519 10,454

手形売却損 2,388 1,512

その他 10,166 5,324

営業外費用合計 26,074 17,292

経常利益 110,195 169,799

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,097 －

特別利益合計 8,097 －

特別損失

投資有価証券評価損 3,739 －

災害損失 － 1,080

固定資産除売却損 － 204

特別損失合計 3,739 1,284

税金等調整前四半期純利益 114,553 168,515

法人税、住民税及び事業税 13,294 91,579

法人税等調整額 △1,015 △11,014

法人税等合計 12,279 80,564

少数株主損益調整前四半期純利益 － 87,950

四半期純利益 102,274 87,950
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 3,452,331 3,601,891

売上原価 2,994,666 3,104,762

売上総利益 457,665 497,128

販売費及び一般管理費 ※
 461,699

※
 459,804

営業利益又は営業損失（△） △4,034 37,324

営業外収益

受取利息 52 47

受取配当金 6,717 7,014

受取保険料 － 5,325

その他 3,234 6,001

営業外収益合計 10,005 18,389

営業外費用

支払利息 6,596 5,140

手形売却損 1,330 886

為替差損 － 2,157

その他 7,858 319

営業外費用合計 15,784 8,503

経常利益又は経常損失（△） △9,813 47,209

特別損失

投資有価証券評価損 3,739 －

固定資産除売却損 － 204

特別損失合計 3,739 204

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△13,552 47,005

法人税、住民税及び事業税 8,817 16,750

法人税等調整額 △2,577 12,404

法人税等合計 6,240 29,155

少数株主損益調整前四半期純利益 － 17,850

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,793 17,850
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 114,553 168,515

減価償却費 192,247 199,664

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,463 3,560

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,220 △2,959

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,000 5,276

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,110 △84

受取利息及び受取配当金 △19,953 △21,868

支払利息 13,519 10,454

投資有価証券割当益 △8,680 －

受取保険料 － △11,537

災害損失 － 1,080

固定資産除売却損益（△は益） － 204

投資有価証券評価損益（△は益） 3,739 －

売上債権の増減額（△は増加） 268,763 △493,495

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,226 △208,579

仕入債務の増減額（△は減少） 84,899 446,406

未払金の増減額（△は減少） △383,658 111,372

その他の資産の増減額（△は増加） 235,671 23,404

その他の負債の増減額（△は減少） △86,212 △6,482

その他 3,346 4,060

小計 381,874 228,991

利息及び配当金の受取額 19,776 21,868

利息の支払額 △13,832 △10,135

保険金の受取額 － 11,537

災害損失の支払額 － △1,080

法人税等の支払額 △16,665 △28,166

営業活動によるキャッシュ・フロー 371,152 223,014

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △70,188 △90,677

無形固定資産の取得による支出 △60,238 －

投資有価証券の取得による支出 △3,763 △3,510

貸付金の回収による収入 400 400

その他 △1,260 △5,294

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,050 △99,083
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 129,068 19,104

長期借入金の返済による支出 △176,276 △143,936

配当金の支払額 △31,763 △31,310

その他 △100 △101

財務活動によるキャッシュ・フロー △79,071 △156,243

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,720 △4,417

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 153,309 △36,729

現金及び現金同等物の期首残高 1,150,821 1,186,799

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,304,131

※
 1,150,070
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

１．「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。これに伴う損益に与える影響はありません。
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【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第２四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めておりました受取保険料（前第２四半期

連結累計期間1,140千円）は、重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しております。

 

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第２四半期連結会計期間において営業外収益の「その他」に含めておりました受取保険料（前第２四半期

連結会計期間718千円）は、重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。

 

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　　簡便な会計処理については、重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

丸東産業株式会社(E00863)

四半期報告書

20/29



　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額  5,756,258千円※１　有形固定資産の減価償却累計額  5,544,519千円

　２  受取手形割引高　　　　　　　　　448,170千円 　２  受取手形割引高　　　　　　　　　531,417千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　運搬費 142,321千円

　従業員給与 299,450千円

　賞与引当金繰入額 13,220千円

　退職給付引当金繰入額 19,554千円

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
  運搬費 152,421千円

　従業員給与 302,721千円

　賞与引当金繰入額 13,366千円

　退職給与引当金繰入額 21,790千円

　貸倒引当金繰入額 3,560千円

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
　運搬費 70,981千円

　従業員給与 150,944千円

　賞与引当金繰入額 13,220千円

　退職給付引当金繰入額 9,777千円

　貸倒引当金繰入額 5,579千円

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
  運搬費 75,491千円

　従業員給与 151,733千円

　賞与引当金繰入額 13,366千円

　退職給付引当金繰入額 10,911千円

　貸倒引当金繰入額 1,869千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

   (平成22年８月31日現在)

現金及び預金勘定 1,304,131千円

現金及び現金同等物 1,304,131千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

   (平成23年８月31日現在)

現金及び預金勘定 1,150,070千円

現金及び現金同等物 1,150,070千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日 

至  平成23年８月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,902,500

　

　

２．自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,129

　

　

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月27日
定時株主総会

普通株式 31,762 ２ 平成23年２月28日 平成23年５月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

４．株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）及び前第２四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）においては、連結会社は、製商品の種類、性質、製造方

法、販売市場等の類似性から判断して、同種同系列の包装資材を専ら製造販売及び仕入販売しているので、

事業の種類別セグメント情報は作成しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）及び前第２四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）においては、全セグメントの売上高の合計及び全セグ

メントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　
　　　　　　　(単位：千円)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高 367,576 29,897 397,473

Ⅱ  連結売上高 ― ― 3,452,331

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

10.6 0.9 11.5

(注)  １．国又は地域の区分は、物理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

 （１）アジア・・・・・・香港、中国

 （２）その他の地域・・・・オーストラリア

３．当第２四半期連結会計期間において、海外売上高が連結売上高の10％を超えたため記載しております。
　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)

　　　　　　　(単位：千円)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高 638,635 48,003 686,638

Ⅱ  連結売上高 ― ― 6,796,221

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

9.4 0.7 10.1

(注)  １．国又は地域の区分は、物理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

 （１）アジア・・・・・・香港、中国

 （２）その他の地域・・・・オーストラリア

３．当第２四半期連結累計期間において、海外売上高が連結売上高の10％を超えたため記載しております。
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【セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日）

　当社グループは、包装資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がないため、記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものでなく、前連結会計

年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なもので

はなく、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　
(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がないため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

１株当たり純資産額 211円62銭

　

１株当たり純資産額 209円38銭

　

　
２  １株当たり四半期純利益等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益　　　　　　　　　　6円44銭　　　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。　　　
　

１株当たり四半期純利益　　                5円54銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 102,274 87,950

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 102,274 87,950

普通株式の期中平均株式数(株) 15,881,508 15,880,657
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純損失　　　　　　　 　　１円25銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１
株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しな
いため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益　　　　　　　　　 １円12銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）(千円)

△19,793 17,850

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）
(千円)

△19,793 17,850

普通株式の期中平均株式数(株) 15,881,414 15,880,446

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

丸東産業株式会社(E00863)

四半期報告書

27/29



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月７日

丸東産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    久    留    和    夫    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    馬    場    正    宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸東

産業株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸東産業株式会社及び連結子会社の平成22年

８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月11日

丸東産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    水    一    信    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    馬    場    正    宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸東

産業株式会社の平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸東産業株式会社及び連結子会社の平成23年

８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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